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NO １４０号
発行責任者
須藤清成

建交労鉄道

岩手地本

第
92
回
メ
ー
デ
ー

岩

手

県

中

央

集

会

日
程
：
２
０
２
１
年
5
月
1
日
（
土
）

時
間
集
合
：
８
時
45
分

（
盛
岡
城
趾
公
園
ひ
ろ
ば
）

開
会
：
９
時

閉
会
：
10
時

（
そ
の
後
デ
モ
行
進
へ
）

内

容

◎
集
会
＆
デ
モ
行
進
＆
各
所

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
宣
伝

◎
当
日
の
会
場
参
加
が
困
難

な
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、

あ
ら
か
じ
め
要
求
を
も
ち
よ

り
、
パ
ネ
ル
に

し
て
参
加
を
募

り
ま
す

◎
集
会
会
場
で

お
楽
し
み
抽
選

会
が
あ
り
ま
す

お
知
ら
せ

無

料

・
全
国
い
っ
せ
い

ー
コ
ロ
ナ
災
害
を
乗
り
越
え
る
ー

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る

な
ん
で
も
電
話
相
談
会

住
ま
い
・
生
活
保
護
・
労
働
・
借
金
・
医
療
・

学
費e

tc

…

日

時

4
月
24
日
（
土
）

10
時
～
22
時

（
県
内
は
19
時
ま
で
）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
ー
１
５
７
９
３
０

東
日
本
大
震
災
津
波

10
年
の
つ
ど
い

参
加
無
料
・
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

４
月
25
日
（
日
）
13
時
～
15
時
15
分

場
所

陸
前
高
田
市
奇
跡
の
一
本
松
ホ
ー
ル

陸
前
高
田
市
高
田
町
字
館
の
沖
77

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

出
演

（
行
政
）
陸
前
高
田
市

地
域
振
興
部
長

阿
部

勝

氏

（
産
業
）
（
株
）
高
田
松
原

代
表
取
締
役
社
長

熊
谷
政
文

氏

（
移
住
者
）
ロ
ッ
シ
株
式
会
社
「
玉
ノ
湯
」

心
理
相
談
員

宮
本
妃
菜

さ
ん

（
被
災
者
支
援
）

陸
前
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
次
長

安
田
留
美

さ
ん

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

岩
手
大
学
名
誉
教
授

岩
手
地
域
総
合
研
究
所
理
事
長

井
上
博
夫

先
生

大
量
の
放
射
能
物

質
を
新
た
に
発
見

２
月
13
日
地
震
発
生
後
。

す
ぐ
に
菅
首
相
は
「
原
子
力

関
係
も
す
べ
て
正
常
だ
」
と

説
明
し
た
が
、
そ
う
で
な
か
っ

た
こ
と
が
次
々
と
明
ら
か
に

な
っ
た
。

東
電
は
２
月
19
日
、
原
子

炉
を
覆
う
格
納
容
器
内
で
、

冷
却
水
の
水
位
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
を
発
表
。
続
い
て

22
日
に
は
、
昨
夏
か
ら
３
号

機
の
地
震
計
が
故
障
し
て
い

た
が
放
置
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
、
東
電
の
ず

さ
ん
な
管
理
体
制
を
露
呈
さ

せ
た
。

こ
れ
に
先
立
っ
て
１
月
26

日
に
２
，
３
号
機
の
原
子
炉

格
納
容
器
の
上
に
敷
か
れ
た

何
枚
も
の
板
の
間
に
、
約
2

４
京
（
け
い
）
ベ
ク
レ
ル
の

高
い
レ
ベ
ル
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
大
量
に
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

京
は
兆
の
一
万
倍
と
い
う

途
方
も
な
い
数
値
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
原
子
炉
の

下
に
は
、
近
く
に
１
時
間
も

い
た
ら
死
ん
で
し
ま
う
く
ら

い

高

い
レ

ベ

ル

の

放

射

性

「
デ
ブ
リ
」
が
、
大
量
に
溶

け
て
固
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
東
電
は

そ
れ
を
遠
隔
操
作
で
取
り
出

そ
う
と
、
装
置
を
改
良
し
な

が
ら
延
々
と
作
業
を
続
け
て

来
ま
し
た
。

今
回
の
格
納
容
器
上
部
で

の
新
た
な
大
量
放
射
性
物
質

で
す
。
廃
炉
作
業
が
ま
す
ま

す
困
難
と
な
り
、
さ
ら
に
長

期
化
す
る
で
し
ょ
う
。

原
発
事
故
の
特
別
な

困
難

原
発
は
原
子
炉
の
中
の
核

反
応
を
制
御
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
出
し
ま
す
。
制
御
に

失
敗
し
て
核
反
応
が
暴
走
し
、

事
故
に
至
っ
た
の
が
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
で
す
。

一
方
、
軽
水
炉
型
の
福
島

原
発
は
、
東
日
本
大
震
災
で

制
御
棒
を
入
れ
、
核
分
裂
反

応
を
止
め
ま
し
た
が
、
出
続

け
る
放
射
線
は
熱
と
な
っ
て
、

ど
ん
ど
ん
高
温
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
大
津
波
が
遅
い
、

電
源
喪
失
で
原
子
炉
を
冷
却

で
き
な
く
な
り
、
炉
心
が
溶

け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

原
子
炉
の
下
に
固
ま
っ
て

い
る
デ
ブ
リ
は
、
常
に
水
で

冷
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

周
り
に
は
放
射
能
で
汚
染
さ

れ
た
水
が
た
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
取
り
出
し
、
装
置
で

浄
化
す
る
の
で
す
が
、
壊
れ

た
建
屋
の
天
井
か
ら
雨
水
が
、

さ
ら
に
地
下
水
も
流
れ
て
込

ん
で
い
て
、
浄
化
で
き
な
か
っ

た
放
射
性
汚
染
水
を
タ
ン
ク

に
貯
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
強
い
地
震
が
起
こ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
し
、

東
電
は
廃
炉
へ
の
行
程
表
を

示
し
ま
す
が
、
と
て
も
そ
の

通
り
に
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

無
責
任
体
制
が
復
活

東
日
本
大
震
災
後
、
54
基

の
全
原
発
が
富
ま
し
ま
し
た
。

原
子
力
規
制
委
員
会
が
２
０

１
２
年
に
創
設
さ
れ
新
し
い

規
制
基
準
が
作
ら
れ
た
。
規

制
委
員
会
は
当
初
、
厳
し
い

態
度
で
臨
ん
で
い
た
が
、
問

題
先
送
り
の
無
責
任
体
制
が

再
び
復
活
し
て
い
る
。

原
発
審
査
で
、
21
基
の
廃

炉
が
決
定
、
16
碁
を
適
合
と

し
、
そ
の
一
部
が
再
稼
働
し

て
い
る
。

稼
働
で
増
え
続
け
る
放
射

性
物
質
の
「
使
用
済
み
燃
料
」

に
つ
い
て
、
ど
う
処
分
す
る

か
決
め
て
い
な
い
。
又
、
過

酷
事
件
が
起
き
た
時
の
住
民

の
避
難
に
つ
い
て
規
制
委
員

会
は
自
冶
体
に
丸
投
げ
。
さ

ら
に
、
40
年
超
の
老
朽
原
発

の
稼
働
延
長
も
、
十
分
な
説

明
も
な
く
許
可
し
て
お
り
大

問
題
で
す
。
き
ち
ん
と
議
論

を
し
、
原
発
を
止
め
て
い
く

べ
き
で
す
。

今
後
、
廃
炉
に
な
っ
た
原

発
か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル
の
放

射
性
廃
棄
物
を
ど
う
す
る
か
。

非
常
に
深
刻
な
問
題
で
す
が
、

真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
で
す
。

核
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
情
報

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

館
野

淳
氏

原発ゼロNO 120
東電福島第一原発は今

野がけ弁当のきな粉おにぎり

一日の野遊びは百年の命をのばす

春は行楽の季節です。陽気の良い季節になると、

江戸の人たちは「一日の野遊びは百年の命をのばす」

と言って春の野山に出かけて、太陽の光を浴びなが

ら楽しんだ。

春は野がけ（野遊び）や花見の季節。もともとは

山の神、野の神、田の神と一緒になって野山や花の

下で遊び、春の息吹を取り込んで、冬の間に衰えた

生命力をよみがえさせる。つまりこの時季の行楽は、

体に活力をつけるという意味合いがありました。

「野遊び」を現代にみると、日光を浴びることに

よ って体内 のビタミ ンDを増やし 、骨を丈 夫にした

り、ウイルスや細菌などの感染を防ぐ免疫力を強化

することにもつながる、大切な行事であることがわ

かります。

ビタミンD生成のチャンス。それが野遊びであり、

江戸人のたちの智恵であり、まさに「一日の野遊び

は百年の命をのばす」ための厄除けの行事だったの

です。

栄養満点の弁当で免疫力を強化

行楽に持参する野がけ弁当にはのり巻きやちらし

ずしなども入れますが、メインは「きな粉おにぎり」。

そのほかにも煮しめや卵焼き、かまぼこ、焼き魚、

漬物などが詰められ、豪華です。

きな粉おにぎりの黄金色は太陽を表します。日の

光を浴びながらちょうだいすることによって、体内

の病気に対する抵抗力をいっそう高めることに役立っ

ているのです。

きな粉１ ００g中には 、ミネラ ルの亜鉛 が４・１

㎎ も含まれ ています 。ビタミ ンDと同じよ うな作用

をしていることがつぎつぎと研究発表されて、いま

注目を集めている食品です。

食品繊維が豊富な点も重要です。善玉の餌となり、

腸内環境を向上させるうえで、大変効果があるから

にほかなりません。腸内に整えられると体の免疫力

が高まり、ウイルスなどによる感染症やがん、認知

症などの予防に結び付くことがわかっています。

きな粉の36・７％はたんぱく質。野がけ弁当には

ほかにも高タンパク質食品であるおかずの卵焼き、

焼き魚、かまぼこなどが入っており、栄養効果満点

です。そこに現地で摘んだノビルなども加えて食べ

ますから、ビタミンCもとれます。

食べもの通信から 食文化歴史研究家 永山久夫

人間が健康に生きて行く為に１５０

メーデースローガン
「働く者の団結で生活と権利を守り、平和と
民主主義、中立の日本をめざそう」
コロナ禍のもと、いのちと暮らしが
脅かされ、政権のていたらくが続いて
います。ＰＣＲ検査の拡充、休業補償、
医療機関への減収補填など待った無しの
課題です。しかし、これらには背を向け
75才以上患者負担の２倍化がねらわれ
ています。今、働く者が声をあげましょう！

消費税率を５％へ。

市民と野党の共闘
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志
波
三
山
の
赤
林
山

我
が
家
か
ら
西
に
真

正
面
に
見
え
る
「
気
に

な
る
山
」
だ
。
１
月
は

大
雪
、
２
月
は
猛
吹
雪

で
２
回
延
期
と
な
り
、

今
年
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
に

と
っ
て
「
近
く
て
遠
い

山
」
だ
っ
た
。
３
月
23

日
は
快
晴
で
、
め
で
た

し
登
山
と
な
っ
た
の
だ

が
・
・
・
。

９
時
40
分
、
メ
ン
バ
ー

全
員
が
未
踏
の
新
ル
ー

ト
登
山
口
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
出
発
早
々
、
登

山
道
が
は
っ
き
り
せ
ず

「
あ
っ
ち
だ
」
「
こ
っ

ち
だ
」
と
、
あ
や
し
い

ふ
ん
い
き
に
な
っ
て
き

た
。
そ
れ
で
も
、
沢
と

急
傾
斜
面
を
登
り
、
踏

み
跡
の
あ
る
尾
根
に
着

い
た
。
し
か
し
、
人
か

獣
の
跡
か
は
不
明
。
そ

ば
の
大
木
に
は
、
熊
が

登
っ
た
爪
痕
が
威
嚇
す

る
よ
う
に
残
っ
て
い
た
。

と
に
か
く
上
に
進
み
、

頂
上
手
前
で
い
つ
も
の

ル
ー
ト
に
行
く
こ
と
に

な
っ
た
。
這
い
つ
く
ば
っ

て
急
傾
斜
面
を
登
り
、

雪
上
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し

て
無
事
い
つ
も
の
登
山

道
に
到
着
。
頂
上
へ
は

登
ら
ず
、
お
昼
を
食
べ

て
下
山
し
、
14
時
に
解

散
し
た
。

本
当
の
登
山
口
は
10

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
に
あ
っ

た
。
ス
タ
ー
ト
地
点
の

間
違
い
か
ら
、
ぜ
い
ぜ

い
と
息
を
切
ら
し
な
が

ら
、
わ
い
わ
い
騒
ぎ
な

が
ら
、
林
の
中
を
歩
き

回
っ
た
。
そ
う
、
登
山

と
い
う
よ
り
「
自
然
の

中
を
歩
き
回
っ
た
」
と

い
う
感
じ
だ
っ
た
。

参
加
し
た
の
は
、
牡

蠣
を
た
ら
ふ
く
食
っ
て

ス
タ
ミ
ナ
備
蓄
の
佐
藤

さ
ん
、
い
つ
も
と
変
わ

ら
ず
ど
っ
し
り
構
え
の

須
藤
（
清
）
さ
ん
、
自

主
的
巣
篭
り
中
の
藤
谷

さ
ん
、
午
前
だ
け
参
加

の
予
定
だ
っ
た
佐
々
木

（
テ
）
さ
ん
、
ひ
ざ
を

痛
め
登
ら
ず
に
ウ
ォ
－

キ
ン
グ
の
予
定
だ
っ
た

須
藤
（
妙
）
さ
ん
、
病

院
の
検
査
結
果
待
ち
の

細
川
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ッ

キ
リ
し
な
い
日
常
を
吹

き
飛
ば
す
爽
快
な
１
日

だ
っ
た
。

３
月
13
日
、
大
和
イ

ン
タ
ー
６
時
20
分
集
合
、

東
京
１
、
群
馬
２
、
気

仙
沼
２
、
盛
岡
１
計
６

名
参
加
。
雨
が
降
っ
て

い
る
が
、
登
山
口
船
形

山
内
水
面
水
産
試
験
場

駐
車
場
に
。
雨
が
強
く

な
り
ガ
ス
が
か
か
り
中

止
を
決
め
、
奥
松
島
・

瑞
巌
寺
観
光
し
て
、
明

日
の
栗
駒
山
に
期
待
し

宿
ハ
イ
ル
ザ
ー
ム
に
。

14
日
雪
を
期
待
し
た

が
あ
い
に
く
み
ぞ
れ
と

強
風
、
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ

ト
で
視
界
が
悪
く
中
止
、

一
関
祭
畤
ス
キ
ー
場
が

営
業
、
半
日
券
８
０
０

円
１
時
間
弱
滑
り
解
散
。

明
日
の
網
張
か
ら
犬
倉

山
山
ス
キ
ー
を
期
待
し

繋
温
泉
に
。

15
日
は
、
日
本
晴
れ
、

岩
手
山
も
鮮
や
か
、
小

岩
井
一
本
桜
を
見
て
網

張
に
。
犬
倉
頂
上
付
近

は
ア
イ
ス
バ
ー
で
し
た

が
岩
手
山
、
姥
倉
、
鬼
ヶ

城
を
バ
ッ
ク
に
滑
り
、

網
張
ス
キ
ー
場
の
林
間

コ
ー
ス
か
ら
ブ
ナ
と
ダ

ケ
カ
ン
バ
の
間
を
滑
る

ツ
リ
ー
ラ
ン
エ
リ
ア
を

楽
し
み
ま
し
た
。

社
員
の
生
活
よ
り
社
業
を
優
先
す
る
不
当
な「
ベ
ア
・
ゼ
ロ
」回
答

初
め
て
ス
ク
リ
ー
ン
で

観
た
映
画
は
、
吉
永
小
百

合
主
演
の
「
青
い
山
脈
」

だ
っ
た
。
あ
れ
以
来
、
吉

永
フ
ァ
ン
だ
。

い
つ
か
の
ジ
ョ
イ
フ
ル

誕
生
会
。
映
画
が
話
題
と

な
っ
た
。
会
長
の
佐
藤
さ

ん
い
わ
く
「
い
や
ぁ
、
俺

は
原
節
子
だ
な
ぁ
」
と
。

彼
女
の
映
画
は
テ
レ
ビ
画

面
で
「
東
京
物
語
」
し
か

観
た
こ
と
が
な
く
、
そ
れ

ほ
ど
印
象
に
残
っ
て
い
な

か
っ
た
。

そ
の
後
、
黒
澤
明
監
督

の
「
わ
が
青
春
に
悔
い
な

し
」
を
テ
レ
ビ
が
放
映
し

た
。
幸
江
役
の
原
節
子
が
、

大
学
教
授
の
き
ま
ま
な
一

人
娘
か
ら
成
長
し
、
獄
死

し
た
愛
す
る
夫
の
実
家
で

泥
に
ま
み
れ
な
が
ら
農
作

業
を
し
て
い
く
。
そ
し
て
・
・
・
。

ど
ん
な
差
別
・
困
難
が
あ
っ

て
も
ま
っ
す
ぐ
立
ち
前
を

向
く
幸
江
と
、
幸
江
を
演

じ
た
原
節
子
の
演
技
力
に

圧
倒
さ
れ
た
。

終
戦
１
年
後
に
公
開
さ

れ
た
こ
の
映
画
、
日
本
学

術
会
議
会
員
の
任
命
拒
否

問
題
が
起
き
て
か
ら
、
注

目
度
ア
ッ
プ
ら
し
い
。
そ

こ
で
、
録
画
し
た
映
画
を

ま
た
観
賞
し
た
。
今
回
は
、

自
分
た
ち
に
都
合
の
悪
い

人
た
ち
を
排
除
し
、
暗
い

世
の
中
に
し
よ
う
と
す
る

手
口
が
ど
す
黒
く
脈
々
と

続
い
て
い
る
こ
と
が
良
～

く
分
か
っ
た
。
ぜ
ひ
、
ご

鑑
賞
あ
そ
ば
せ
。

4
月
の
た
わ
ご
と

い
い
映
画
は
何
回
も
観
る
べ
し

Ｔ
・Ｈ

青い山脈

い
の
旬
蛙
の
独
り
言

20

1
月
22
日

核
禁
止
条
約

批
准
国
が
50
を
超
え
て
発
効
す

批
准
し
な
い
米
、
ロ
、
中
、
仏
、
英
な
ど

大
国
と
そ
れ
に
追
随
す
る
い
く
つ
か
の
国
々

世
界
で
た
だ
一
つ
の
被
爆
国
日
本

何
故
か
核
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
拒
否

小
国
が

力
を
合
わ
せ
て
大
国
の

時
代
遅
れ
を
糺
さ
ん
と
す
る

日
本
も

ア
メ
リ
カ
追
随
即
や
め
て

小
国
た
ち
の
仲
間
に
入
ろ
う

年
金
者
組
合
大
宮
支
部
機
関
紙
投
稿
中

井
上

駿

３
度
目
の
正
直
は
？

赤
林
山
（
８
５
５
メ
ー
ト
ル
）Ｔ

・Ｈ

船
形
山
・栗
駒
山
＆
網
張
犬
倉
山

山
ス
キ
ー

里山雪解けが進んでいました

犬倉山頂上


